
日本記号学会第 43 回大会個人研究発表・要旨 

2023 年 6 月 17・18日 

東海大学・品川キャンパス 

シミュラークル的表象が拡散される際に何が起きているのか 

ＡＥＳＴＨＥＴＩＣのイメージ拡散にみる文脈の変容について 

浦橋頌生（二松学舎大学 文学部） 

 

2010 年頃にインターネットで誕生して以来、数年のうちに急速な発展を遂げ、様々な派

生的イメージを生んだ音楽ジャンル“Vaporwave”（ヴェイパーウェイヴ）は、過去の商業主

義的な楽曲を加工することでその時代を批判すると同時に、その時代を懐かしむという両

義的なアティチュードを有する、といった文脈で一般的には語られる。Vaporwave は楽曲

だけでなくアートワークからも特徴づけられ、1980～1990 年代頃へのノスタルジアを想

起させるイメージを援用したそのヴィジュアルアート、およびそれらへの美的感覚によっ

て、Vaporwave シーン周辺では“ＡＥＳＴＨＥＴＩＣ”と呼称される傾向が認められる。 

そのような Vaporwave という特定の音楽ジャンルと結びつきが強かった“ＡＥＳＴＨＥ

ＴＩＣ”的なイメージが、近年では他の音楽ジャンルやゲームなどの Vaporwave 以外の場

面でも用いられるようになってきた。しかもそれらには、「消費主義への批判」を典型とす

る Vaporwave がそなえるはずのアティチュードを見出すことが難しいものが多く、単にノ

スタルジックな表象として、ＡＥＳＴＨＥＴＩＣ的なシミュラークルが消費されているよ

うに捉えられる。 

 本研究では、音楽ジャンルとしての Vaporwave 以上にＡＥＳＴＨＥＴＩＣという音楽ジ

ャンルと結びつきが強いイメージに着目し、そのようなイメージが Vaporwave の域を越え

て拡散していくまでに何が起きているのかを考察の俎上に載せる。そのために、まず、

Vaporwave およびＡＥＳＴＨＥＴＩＣに関する諸要素を整理し、ジャンルおよびアートワ

ークの様式について定義づけを行う。次にＡＥＳＴＨＥＴＩＣ的シミュラークルが登場す

るコンテンツを概観し、その記号がどのように扱われているかについて検討する。そして

ネルソン・グッドマンらの言説に依拠した銭清弘の「画像内容」に関する議論などを援用

しながら、ＡＥＳＴＨＥＴＩＣ的シミュラークルに対する内容の付与や読み替えといった

事例について検討する。 
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